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例えば-モグロゼ ン Qib)は-ムグループとよばれる､4個の subunitsを持つ｡
primarystructureは多 くの タンパク質において決定 され ている｡しかし完全な3次
元的構造を調べるには,精密なX線解析 を必要 とする｡例えば,-モグロビンは分子量
64500,含まれている原子数 10000であるが,この完全な構造 を決定するのにPerutz
は 1937年から-1960年の 23年間要 した｡
タンパク質のもっ機能は千差万別であるが 1種類のタンパク質 に対 して 1つの機能が
対応するという具合に,非常に specify されている｡たとえば,
(a)酵素 ;触媒 としてある特有の分子 (substrate)に作用する.
(b) Transportation
タンパク質は小さな分子 (ligand)と結合するための activesiteをもっ｡普通, 1つ
の subunitに 1つの activesiteがある｡たとえば-モグロビンは4個の subunitをもっ
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Allosteicenzym eもS型の飽和伸線 をもっ. 細胞の中では,Allostericenzymeは触媒
としてはたらくだけではなく, t regulatoryfunction" とい う機能 をもっ｡ た とえば
AspartateからCTPが生成 される反応プロセスにおいてATCaseは解蝶 として作用す

























図において,隣 り合った catalyticsiteの間には-I(J)0)の相互作用が,また re-
gulatorysiteと,その両隣 りの catalyticsite間には芸(V)o)の相互作用が働 くとし
よう｡実験的に,CTPのみが存在するとき classicalcurveになることが知られている
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CTPが存在するときのデータ④ において f-壬に対応する a-a,l^2･に注 目しようo







が成立する｡ 次にデーター④ をスケールしなおして a-1で 巨かこなるようにしよう｡▲.■:i己 5■i:!▼コ
この曲線③ からKを決めることができる｡ そのようなK とa,I/2･を使って (3-6C)と(3
-7)よりβVとbが求まる｡ その結果 βVは約 2.2と評価 される｡ つまり, βJ-βⅤ
完2.2である｡このことは regulatorysiteとその隣 りあった二つの catalyticsiteが占
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[E]+[E S]- [E ]o



































































が大きい場合は,かな り正確に求まる｡lそして, (4-22)において [S]t｡を [S]Oと
おきかえたものと実験値とを比べることにより‰ ,Km が求まる｡ (図[Ⅰ-8])ただ,
今考えている反応 (4-14)には3つ (kl,k_1,k2)の未知反応常数があ り,上の方法だ
けではこの3つを独立に決定することはできない｡
to
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[丑-8] DoubleReciprocalPlot
(実験誤差の程度も示してある｡)
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